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日
銀
は
、
Ｇ
Ｗ
直
前
の
4
月

27
日
に
、
我
が
国
経
済
は
企

業
収
益
や
雇
用
、
所
得
環
境

に
改
善
が
見
ら
れ
、
国
内
景

気
判
断
を
従
来
の
「
緩
や
か

な
回
復
基
調
」
か
ら
「
緩
や

か
な
拡
大
基
調
」
に
転
じ
つ

つ
あ
る
と
、
9
年
ぶ
り
の
拡

大
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た

「
2
％
の
物
価
上
昇
達
成
は
30

年
度
頃
」
と
目
標
は
堅
持
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
「
デ
フ
レ
脱
却
は
イ
リ

ュ
ー
ジ
ュ
ン
（
幻
想
）」
と
の

見
解
も
あ
り
、
ま
た
消
費
者
の

低
価
格
志
向
や
個
人
消
費
の

節
約
志
向
は
相
変
わ
ら
ず
強

く
景
気
回
復
の
実
感
が
広
が

っ
て
お
ら
ず
、
混
沌
と
し
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
中
食
外
食
業

界
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

価
格
ア
ッ
プ
に
よ
る
消
費
減

退
を
非
常
に
警
戒
し
て
お
り
、

製
品
価
格
の
ア
ッ
プ
に
は
慎

重
な
姿
勢
を
変
え
て
い
ま
せ

ん
。

　
我
々
の
主
原
料
の
米
は
、

27
、
28
年
と
2
年
間
で
20
％

以
上
も
値
上
げ
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
も
28
年
は
豊
作

の
中
で
の
値
上
げ
で
、
説
明

の
つ
か
な
い
理
由
で
あ
り
価

格
交
渉
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
原
料
比
率
の

高
い
炊
飯
業
界
は
「
原
料
高
、

製
品
安
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
入

り
、
極
め
て
深
刻
な
経
営
危

機
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

客
様
は
、「
品
質
と
価
格
」
で

商
品
を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

使
用
米
ラ
ン
ク
を
下
げ
る
な

ど
の
「
そ
の
場
シ
ノ
ギ
」
の

対
策
を
取
れ
ば
、「
ユ
ー
ザ
ー

の
米
離
れ
」
を
引
き
起
こ
す

事
に
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。
お

米
の
消
費
を
少
し
で
も
増
や

し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活
者

の
立
場
で
つ
ま
り
消
費
者
目

線
、
消
費
者
論
理
に
立
っ
て
、

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
商

品
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
努

力
が
報
わ
れ
る
よ
う
、
米
価

の
安
定
と
原
料
の
安
定
供
給

に
向
け
て
会
員
の
皆
様
か
ら

ぜ
ひ
知
恵
を
出
し
合
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
は
減
反
廃
止

が
公
約
さ
れ
29
年
度
の
米
価

の
見
通
し
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
ま
さ
か
3
年
連
続

し
て
大
幅
な
値
上
げ
は
無
い

だ
ろ
う
」
と
期
待
を
す
る
中

で
、
①
全
農
の
買
取
り
集
荷
の

導
入
に
よ
る
相
場
の
波
乱
　

②
精
米
直
販
を
、
現
在
の
4
割

→
9
割
へ
拡
大
。
こ
の
事
に

よ
る
卸
市
場
の
混
乱
　
③
Ｊ

Ａ
の
集
荷
率
低
下
懸
念
か
ら

の
高
値
買
取
り
　
等
で
、「
ま

さ
か
」
の
事
態
発
生
が
懸
念

さ
れ
警
戒
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
飼
料
用
米
は
、
29
年
度
も

50
万
ｔ
程
度
が
生
産
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
当
局
で
は
飼

料
用
専
用
品
種
の
生
産
を
奨

的
に
も
侮
れ
な
い
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
外
国
産
米
の
動
向
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
4

月
18
日
の
麻
生
、
ペ
ン
ス
の
日

米
経
済
対
話
で
は
農
業
分
野

で
「
牛
肉
と
米
」
は
避
け
ら

れ
な
い
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
お
互
い
の
主
張
は
同

床
異
夢
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
対
立
は
北
朝
鮮
問
題

で
免
れ
た
様
子
で
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
抜
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

論
も
あ
り
譲
っ
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ

合
意
迄
と
の
事
、
そ
の
よ
う

に
予
測
す
る
と
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
は

7
万
ｔ
／
年
間
以
内
な
の
で
、

暫
く
は
外
圧
か
ら
逃
れ
ら
れ
、

当
分
の
間
は
国
産
米
で
の
需

給
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
現
状
維
持
も
可
能
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
予
て
か
ら
言
わ
れ
て
い
た

「
強
い
米
農
業
、
攻
め
の
農
業
、

農
業
を
成
長
産
業
に
」
の
実
現

に
向
け
、「
陽
は
又
登
る
」
を

期
待
し
て
も
、
中
々
に
は
な

ら
ず
、
逆
に
「
日
陰
が
長
く

な
る
」
事
を
覚
悟
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

大
変
な
時
期
に
会
長
に
就
任

し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
様
な
時
こ
そ
、
お
互
い
が

「
き
め
細
か
く
情
報
交
換
」
し
、

「
知
恵
を
出
し
て
協
力
」
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
中
食
業
界
が
結
束
し
て

出
来
る
だ
け
の
バ
イ
イ
ン
グ

パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
し
か
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
客
様
の
笑
顔
を
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
生
産
者
の
方
々
や

我
々
実
需
者
の
努
力
が
報
わ

れ
る
た
め
に
改
め
て
皆
様
方

の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
と

励
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
協
会

と
し
て
主
食
用
米
と
の
コ
ン

タ
ミ
絶
無
を
期
し
、
徹
底
し
た

「
圃
場
の
団
地
化
、
地
域
限
定

化
」
を
予
て
よ
り
お
願
い
致
し

て
お
り
ま
す
。
当
協
会
で
は
、

学
校
給
食
を
受
託
し
て
い
る

会
員
も
多
く
、
万
一
コ
ン
タ

ミ
が
発
生
す
れ
ば
、
学
校
だ
け

で
な
く
企
業
や
業
界
に
与
え

る
影
響
は
多
大
で
、「
ク
レ
ー

ム
炎
上
」
そ
し
て
「
米
離
れ
」

が
必
至
と
な
り
ま
す
。
コ
ン

タ
ミ
問
題
は
企
業
防
衛
上
大

変
懸
念
致
し
て
お
り
、
農
水

省
の
更
な
る
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
中
食
外
食
産
業
で
多

用
さ
れ
る
業
務
用
米
が
ミ
ス

マ
ッ
チ
で
玉
不
足
と
高
値
が

続
く
中
、
4
月
中
旬
に
全
国
で

330
店
展
開
し
て
い
る
業
務
用

ス
ー
パ
ー
で
米
国
産
カ
ル
ロ

ー
ズ
米
が
990
円
／
５
㎏
で
販

売
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
定
番

で
の
安
い
国
産
米
の
価
格
は

１
５
０
０
円
／
５
㎏
程
度
で
、

国
産
米
の
7
割
以
下
の
安
値

で
す
。
し
か
も
品
質
的
に
国

産
米
と
見
劣
り
が
し
な
い
事

も
あ
り
好
評
で
1
週
間
程
度

で
完
売
し
、
品
切
れ
に
な
り
、

事
前
契
約
し
て
い
る
実
需
者

以
外
は
入
手
出
来
な
い
状
態

で
す
。
外
国
産
米
は
、
品
質

共
に
歩
み
、
共
に
栄
え
る
為

に
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

×
　
　
×
　
　
×

　
通
常
総
会
で
は
、
平
成
28

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任

が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
坂
田
文

男
氏
（
㈱
新
川
屋
代
表
取
締

役
社
長
）
を
選
任
し
た
。
福

田
耕
作
前
会
長
は
理
事
顧
問

に
就
任
し
た
。

　
総
会
後
に
は
　
Ｊ
―
Ｐ
Ａ

Ｏ
髙
木
勇
樹
理
事
に
よ
る
「
平

成
30
年
以
降
の
稲
作
産
業
の

展
望
」
が
講
演
さ
れ
た
（
２

面
参
照
）。

　
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
坂
田
新
会
長
が

挨
拶
を
し
た
【
別
掲
】。

　
ま
た
、
坂
田
会
長
か
ら
福

田
顧
問
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

協
会
発
展
に
尽
く
し
て
き
た

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
感

謝
を
込
め
て
花
束
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
柄
澤
農

水
省
政
策
統
括
官
が
挨
拶
し
、

「
い
よ
い
よ
行
政
が
生
産
目
標

数
量
を
配
分
し
な
い
秋
が
や

っ
て
来
る
。
生
産
現
場
で
は

需
要
に
応
じ
た
生
産
が
引
き

続
き
行
わ
れ
て
い
く
。
業
務

用
米
に
つ
い
て
は
逼
迫
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
が
主
食

用
米
の
需
給
は
全
国
ベ
ー
ス

で
は
均
衡
し
て
い
る
。
皆
さ

ん
も
産
地
に
出
向
き
、
産
地

と
結
び
付
い
て
必
要
な
品
種

銘
柄
、
数
量
な
ど
を
伝
え
て

頂
き
た
い
。
日
本
炊
飯
協
会
の

役
割
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

業
界
の
皆
様
の
発
展
を
祈
念

す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
来
賓
に
は
、
農
水
省
か
ら
柄

澤
彰
農
水
省
政
策
統
括
官
、
田

口
将
之
同
穀
物
課
課
長
補
佐
、

食
料
産
業
局
食
品
製
造
課
の

橋
本
洋
子
食
品
企
業
行
動
室

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
調
整
係
、
一
般
財

団
法
人
日
本
穀
物
検
定
協
会

か
ら
井
出
道
雄
会
長
、
石
原

清
史
業
務
担
当
理
事
、
国
産

米
使
用
推
進
団
体
協
議
会
か

ら
高
木
勇
樹
特
別
顧
問
、
佐

藤
孝
事
務
局
長
、
日
本
惣
菜

協
会
周
東
稔
会
長
代
理
、
藤

木
吉
紀
専
務
理
事
、
夏
目
廣
専

務
、
渋
谷
利
光
日
本
弁
当
サ

ー
ビ
ス
協
会
会
長
、
全
米
販

の
木
村
良
理
事
長
、
Ｊ
Ａ
全

農
の
山
本
貞
郎
米
穀
部
次
長

ら
が
出
席
。
大
型
農
業
者
の

岡
雅
典
㈱
岡
フ
ァ
ー
ム
代
表
、

八
木
輝
治
㈲
鍋
八
農
産
代
表
、

永
井
進
㈱
永
井
農
場
代
表
、
古

谷
正
三
郎
㈱
大
地
の
恵
代
表

も
参
加
し
た
。

新
会
長
挨
拶

坂
田
文
男

平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催

平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催

　（
公
社
）
日
本
炊
飯
協
会
は
、
５
月
17
日
（
水
）、
東
京
・
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で

平
成
29
年
度
通
常
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
総
会
で
役
員
選
任
が
あ
り
、
新
会
長
に
坂
田
文
男
が
就
任
し
た
。

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

　
消
費
者
の
低
価
格
志
向
や
個
人
消
費
の
節
約
志
向
は
相
変
わ
ら
ず
強
く
、
景
気
回
復
の
実
感
は
広
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
米
価
格
は
２
年
続
け
て
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
炊
飯
製
品
の
納
入
先
各
社
は
、
製
品
価
格
ア
ッ
プ
に

慎
重
姿
勢
を
続
け
て
お
り
、
２
年
続
け
て
値
上
げ
と
な
っ
た
米
価
格
を
納
入
価
格
に
転
嫁
す
る
交
渉
は
難
し
い
状

況
で
す
。
炊
飯
業
界
の
経
営
は
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

坂
田
会
長
か
ら
福
田
氏
へ
花
束
の
贈
呈

柄
澤
彰
農
水
省
政
策
統
括
官
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す
る
産
業
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

⑤�

米
に
関
わ
る
全
て
の
業

界
を
と
ら
え
方
向
性
を

示
す
。
→
農
業
競
争
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
業
界

の
再
編
も
）

　
国
に
業
界
再
編
等
い
わ

れ
る
必
要
が
な
い
と
の
意

見
も
多
い
。
た
だ
、
法
律

が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、

こ
の
取
り
組
み
は
必
要
。

な
お
米
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、

全
農
の
役
割
は
非
常
に
大

き
い
。

日
本
再
興
戦
略

　
飼
料
米
戦
略
な
ど
今
後

も
暫
く
は
国
の
政
策
は
、
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

　
こ
れ
ま
で
、
目
標
、
需

要
に
見
合
っ
た
生
産
と
し

て
政
策
を
進
め
、
確
か
に

全
体
と
し
て
の
需
給
を
見

れ
ば
釣
り
合
っ
て
い
る
が
、

業
務
用
の
Ｂ
銘
柄
米
130
万

ｔ
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
。
全
体
は

800
万
ｔ
程
度
で
あ
り
、
全

体
が
あ
っ
て
い
る
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
米
の
現
状
は
、
需
要
動
向

踏
ま
え
て
お
ら
ず
、
稲
作

産
業
は
も
う
一
歩
破
壊
的

に
変
革
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
平
成
30
年
以
降

　
推
計
（
意
外
と
正
確
）　

人
口
減
、
少
子
高
齢
化
、
現

在
１
億
２
千
万
２
０
５
０

年
に
は
９
５
０
０
万
人
と

な
る
。

　
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が

ト
ー
タ
ル
の
取
り
組
み
と

し
て
必
要
。
た
だ
、
変
化
の

中
に
は
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
。

　
高
齢
化
＝
介
護
増

わ
れ
た
が
、
生
産
調
整
が

と
ん
挫
。
配
分
方
法
が
ネ
ガ

（
つ
く
ら
せ
な
い
）
か
ら
ポ

ジ
（
必
要
な
量
は
作
る
と

の
生
産
目
標
を
配
分
）。（
平

成
14
年
大
綱
）
30
年
に
国
と

し
て
配
分
し
な
い
。
米
政

策
が
ね
ら
っ
て
い
た
の
は
、

一
貫
し
て
需
要
に
合
っ
た

生
産
で
あ
っ
た
。

　
ポ
ジ
と
は
、
必
要
な
米

を
つ
く
る
の
は
こ
の
位
の

水
田
が
必
要
と
示
す
こ
と
。

そ
の
一
方
で
需
要
拡
大
を

目
指
し
た
。

　
今
の
政
策
で
は
、「
少
子

高
齢
化
で
需
要
は
減
っ
て

い
く
」
と
の
世
の
中
の
趨

勢
は
示
す
だ
け
で
「
消
費

拡
大
」
の
言
葉
が
消
え
て

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
そ

も
そ
も
需
要
の
掘
り
起
こ

し
は
重
要
で
あ
る
。

２
． 

第
２
次
安
倍
政
権
下

の
コ
メ
政
策
（
１
）
コ
メ
に

関
わ
る
全
て
の
業
界
を
網

羅
し
た
「
稲
作
産
業
」
を

対
象

　
平
成
24
年
暮
れ
に
第
２

次
安
倍
政
権
。
方
向
性
は

極
め
て
明
快
。

①�

自
ら
の
経
営
判
断
で
作

物
を
選
択
で
き
る
。

②�

平
成
30
年
に
国
に
よ
る

生
産
調
整
は
や
め
る
。

③
必
要
な
情
報
は
流
す
。

④�

農
業
を
、
持
続
、
成
長

調
整
は
転
作
（
麦
、
大
豆
）

に
よ
る
＝
必
ず
し
も
適
地

で
は
行
わ
れ
な
い
。
経
営

化
安
定
の
し
く
み
に
切
り

替
え
た
。
生
産
調
整
達
成

が
助
成
の
条
件
。
ガ
ッ
ト

決
着
し
Ｓ
Ｂ
Ｓ
消
費
量
の

４
％
で
入
っ
て
く
る
。
Ｓ

Ｂ
Ｓ
は
で
き
る
だ
け
絞
っ

た
（
平
成
９
年
大
綱
）。

　
平
成
13
年
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
有
機
の
コ
メ
を
使
い

お
弁
当
を
持
ち
込
も
う
と

の
動
き
が
あ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
国
内

産
の
有
機
米
を
一
定
量
作

っ
て
欲
し
い
と
要
望
し
た

が
で
き
な
い
と
断
ら
れ
、
や

む
を
得
ず
ア
メ
リ
カ
の
有

機
米
を
使
っ
た
も
の
。

　
平
成
20
年
に
　
平
成
30

年
に
所
謂
減
反
廃
止
が
言

水
田
の
多
面
的
機
能
も
あ

る
が
、
な
に
よ
り
日
本
は
米

文
化
を
大
切
に
し
て
い
る
。

米
は
、
国
が
全
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
す
べ
て
や
る
と

の
意
識
が
浸
透
。

　
平
成
に
な
り
、
自
主
流

通
米
の
価
格
形
成
の
世
界

に
踏
み
込
み
、
平
成
５
年

に
大
凶
作
。
ア
メ
リ
カ
の
コ

メ
を
輸
入
し
ろ
と
の
圧
力

が
か
か
る
。（
ガ
ッ
ト
は
平

成
５
年
暮
れ
に
決
着
、
Ｓ

Ｂ
Ｓ
）
米
不
足
の
後
の
価

格
ア
ッ
プ
の
反
動
で
、
需

要
が
そ
の
後
激
減
。
パ
ン

や
め
ん
な
ど
他
の
食
品
も

豊
富
に
出
回
っ
て
い
た
。

米
政
策
改
革
大
綱
　

　
国
は
、
米
の
需
要
に
あ

っ
た
生
産
を
求
め
、
備
蓄

に
は
責
任
を
持
つ
。
需
給

を
全
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

米
を
安
定
的
に
公
正
平
等

に
配
布
）

（
２
） 

コ
メ
政
策
の
転
機
と

混
迷

　
１
９
７
０
年
台
に
な
る

と
、
高
度
成
長
を
遂
げ
る
。

米
以
外
に
も
食
品
が
出
回

り
、
ま
た
美
味
し
い
米
が

求
め
ら
れ
た
。

　
米
が
余
り
始
め
２
度
大

き
な
コ
メ
余
り
と
な
り

３
兆
円
の
支
出
が
あ
っ
た
。

大
事
で
あ
っ
た
が
エ
サ
に

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

美
味
し
い
米
づ
く
り
の
た

め
自
主
流
通
米
制
度
導
入
。

生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
を

と
っ
て
お
り
政
府
米
は
量

を
求
め
、
過
剰
生
産
基
調
と

な
る
。
こ
の
頃
輸
出
の
考

え
な
く
国
内
で
需
給
調
整
。

特
別
講
演

　「
平
成
30
年
以
降
の
稲
作
産
業
の
展
望
」

講
師　

髙
木
勇
樹　
Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｏ
日
本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構　

理
事
長

（
元
農
林
水
産
省
事
務
次
官
）

１
．
コ
メ
政
策
の
苦
闘

（
１
） 

戦
後
農
政
の
根
幹
と
そ

の
も
と
で
醸
成
さ
れ
た

意
識
（
お
上
へ
の
依
頼

心
）
へ
の
挑
戦
と
挫
折

　
今
の
農
業
政
策
の
根
幹

は
、
戦
後
の
「
食
料
不
足

に
伴
う
食
糧
増
産
体
制
（
３

本
の
柱
）」
に
あ
る
。

　
３
本
の
柱
（
農
業
基
本
法

も
あ
る
が
現
場
で
は
、
こ

れ
が
根
幹
と
い
え
る
）

①
農
業
協
同
組
合
制
度
　

　
600
万
の
農
家
を
束
ね
て

集
荷
。（
配
給
す
る
に
は
集

荷
が
必
要
）

②
農
地
制
度

　
農
地
（
平
均
１
ｈ
ａ
）
が

自
作
農
と
な
っ
た
。

③
食
糧
管
理
制
度

　
戦
時
中
に
制
定
。

　（
国
の
責
任
で
米
の
需
給

　
30
年
以
降
ど
う
す
る
か
。

博
報
堂
の
予
測
も
で
て
い

る
。
目
指
す
べ
き
一
定
の

方
向
は
見
え
て
い
る
。

　
そ
の
方
向
性
は
変
わ
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
は

人
口
減
だ
が
世
界
の
人
口

は
増
え
食
糧
需
要
も
増
え

る
。
米
を
食
べ
る
人
30
億

人
に
な
る
。
日
本
の
米
消

費
量
は
、
昭
和
40
年
代
の

１
２
０
０
万
ｔ
か
ら
800
万

ｔ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
過

程
で
人
口
は
減
っ
て
い
な

い
の
に
こ
の
よ
う
に
減
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
需
要
減
は
信
ぴ

ょ
う
性
が
あ
る
と
い
え
、
い

ま
ま
で
の
米
消
費
減
の
趨

勢
は
、
非
現
実
的
で
は
な

い
。

（
３
）
展
望

　
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考

え
る
際
に
は
、
こ
の
需
要
動

向
（
予
見
）
を
捉
え
て
取

り
組
む
か
が
必
要
（
重
要
）。

　
米
以
外
へ
の
取
り
組
み

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
。
供

給
側
は
必
要
量
を
出
せ
ず
、

価
格
も
見
合
っ
た
も
の
に

な
ら
な
い
。

　
一
方
、
米
は
一
定
の
枠

組
み
の
中
に
置
か
れ
て
い

る
が
、
国
内
産
米
以
外
に

外
国
産
Ｓ
Ｂ
Ｓ
10
万
ｔ
の

世
界
が
あ
る
。

　
吉
野
家
、
Ｂ
Ｓ
問
題
で

ア
メ
リ
カ
バ
ラ
牛
肉
が
輸

入
で
き
な
い
と
な
っ
た
時
、

豚
丼
に
と
り
く
み
窮
地
を

生
き
延
び
て
き
た
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
方
針

を
持
っ
て
の
対
応
の
一
例

で
は
な
い
か
。

　
米
国
カ
ル
ロ
ー
ズ
米
は
、

使
え
る
な
と
思
え
ば
、
使
え

る
よ
う
な
対
応
（
消
費
者

に
安
全
安
心
品
質
価
格
で

の
遡
及
）
が
実
需
者
側
で

必
要
で
あ
り
、
ま
た
国
内

の
生
産
者
に
対
し
て
も
カ

ル
ロ
ー
ズ
の
説
明
が
必
要
。

最
終
的
に
は
、
日
本
の
生

産
者
、
消
費
者
、
ア
メ
リ

カ
生
産
者
に
も
理
解
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
供
給
源

広
げ
る
こ
と
は
重
要
で
、

苦
境
は
続
く
の
で
自
ら
行

動
し
な
い
と
道
は
開
か
れ

な
い
。
代
替
え
に
な
る
国

産
米
が
な
い
な
ら
、
カ
ル

ロ
ー
ズ
米
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
は
困
る
と
い
う
な
ら

し
っ
か
り
供
給
し
て
欲
し

い
と
生
産
者
に
要
請
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
50
年
前
は
、
供
給
不
足
、

そ
れ
が
70
年
台
に
過
剰
に

な
る
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
圧
力
。
一
粒
の
コ

メ
も
入
れ
る
な
。
と
の
米

の
歴
史
が
あ
る
。
過
剰
米

対
策
と
し
て
飼
料
用
米
に
、

新
米
は
家
畜
に
、
古
米
を

人
間
に
と
の
流
れ
に
な
っ

て
い
る
が
こ
れ
を
お
か
し

い
と
思
わ
な
い
こ
と
が
お

か
し
い
。

　
Ｍ
Ａ
米
が
平
成
６
年
か

ら
入
っ
て
き
て
い
る
。

　
政
策
は
誰
に
も
平
等
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
先

の
展
望
は
、
自
ら
動
く
こ

と
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
流
れ
を
見
て
、

予
見
は
か
な
り
あ
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
ら
、
想
像
力
、

創
造
力
（
イ
メ
ー
ジ
し
ク

リ
エ
ー
ト
す
る
）
を
働
か

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

1966年 農林省に入省

�食品流通局砂糖類課長、大臣官房企画
室長などを経て、食糧庁管理部長、畜
産局長、大臣官房長、食糧庁長官など
歴任

1998年７月 �農林水産事務次官、2001 年１月退官

2002年１月 ㈱農林中金総合研究所理事長

2003年10月 農林漁業金融公庫総裁

2007年２月 �日本プロ農業総合支援機構副理事長

2008年９月30日 同公庫退任

2012年7月１日 日本プロ農業総合支援機構理事長

　現在、日本プロ農業総合支援機構理事長などの立場から、
わが国農業・農村の活性化、食の問題の解決に向けた活動
に尽力している。

髙木勇樹（たかぎゆうき）
1943年２月３日生
群馬県出身

〔略歴〕
ＮＰＯ法人
日本プロ農業総合支援機構
（Ｊ－ＰＡＯ）理事長
（元農林水産事務次官・元農林
漁業金融公庫総裁）

講
演
す
る
髙
木
勇
樹
氏

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082
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　「
第
12
回
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」
が
、
平
成
29
年
３
月
21
日
〜
22
日
と
23
日
〜
24
日
の
日
程
で
、
学

校
法
人
後
藤
学
園
（
武
蔵
野
調
理
師
専
門
学
校
）
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
35
都
道
府
県
及
び
韓
国
か
ら
200
名
の
ご
応
募
を
受
付
け
、
筆
記
と
食
味
官
能
試
験
の
結
果
173
名
の

方
が
合
格
し
ま
し
た
。
今
回
ま
で
で
、
１
２
３
０
名
の
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

第
12
回
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」
認
定
試
験
実
施

受
験
会
場
の
様
子

講
師
の
佐
藤
　
孝
氏

研
修
中
の
様
子

食
味
試
験
の
様
子

講
師
の
貝
沼
や
す
子
氏

講
師
の
木
野
信
秋
氏

講
師
の
渋
川
尚
武
氏

食
味
試
験
で

使
用
さ
れ
た

炊
飯
米

公益社団法人日本炊飯協会　役員名簿

公益社団法人日本炊飯協会　県別会員一覧表

正会員 71社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 29年６月１日現在
公益社団法人 日本炊飯協会　県別会員一覧表

北海道 札幌市 （株）ふか河 中　部 富山県 髙田食糧（株）

釧路市 釧路学校給食パン工業（協組） 岐阜県 （株）ながもり 炊飯センター

旭川市 道央食糧供給(株) （株）デリカスイト

東　北 宮城県 ボン・リー宮城（株） 静岡県 （株)　遠州米穀

（株）JA加美よつばラドファ （株)　マルヨ

（株）パールライス宮城 愛知県 JAあいち経済連

(株）エザカ

山形県 （株）サンコー食品 米常ライス（株）

（株）ベストフーズ （株)ニチレイウエルダイニング

福島県 （株）東邦フードサービス (株）ヰセキ東海

関　東 茨城県 （株）オーシャンフーズ （株）名古屋食糧

群馬県 マック食品（株） （株）だるま．名古屋支社

（株）新川屋 近　畿 滋賀県 滋賀米飯（株）

(株）わびすけ 京都府 （株）煌

埼玉県 明治ライスデリカ（株） 三彩食品（有）

（株）サンフレッセ 大阪府 (株）Shinmei Delica

千葉県 （株）川島屋 （株）いいなダイニング

全農パールライス（株） ダイワサミット(株）

伊丹産業（株） 日本食糧卸（株）

東京都 （株）イクタツ (株）寺本商店

(株）丸千

（株）三ツ和 中　国 岡山県 岡山ﾊﾟｰﾙﾗｲｽ(株）

ワコーライス(株） 広島県 (株）ポスト ごはんの里

(株)銀しゃり (株）丸和

ハゴロモ(株）

神奈川県 (株）ミツハシ 広島駅弁当（株）

(株）佐々木商店 山口県 (株）四季彩

(株）四季楽 四　国 愛媛県 四国医療サービス(株）

(株)ジャンボリア 高知県 全農高知県本部米穀総合課

小田急食品(株) 九　州 福岡県 北九炊飯(株）

東光食品（株） （株）のぼる

中　部 長野県 (株）豊炊飯 （株）どんどんライス

ベイクックコーポレーション（株） 佐賀県 （株）ヨコヤマ

（有)炊飯センター柳澤 (株）クッキングセンター佐賀

大分県 (株）パールライス大分経済連

福井県 （株）しゃり一 沖縄県 沖食スイハン（株）

（株）三丹本店 海　外 韓国 SAMSUNG WELSTORY（株）

中国 浙江五芳斎実業有限公司

2.賛助会員（23社   順不同）

　(株）AIHO 　（株）プロシスタス
　(株）コバヤシ 　信和産業（株）
　キユーピー醸造(株） 　（株）サタケ
　京豊エンジニアリング（株） 　鈴茂器工（株）
　積水化成品工業（株） 　（株）みすずコーポレーション
　(株）中西製作所　東日本ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ課 　大塚食品（株）
　(株）Mizkan 　オーケー食品工業（株）
　朋和産業（株） 　大倉アグリ（株）
　マルカン酢（株）　東京支店
　横井醸造工業（株）
　東京冷化機工業（株） 　（株）保健科学 西日本
　平成ケミカル（株）

　エフピコインターパック（株）
　（株）JAてんどうフーズ

役員名簿   公益社団法人日本炊飯協会                （平成 29 年 5 月 17 日） 
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理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

 

理  事 

 

 

監  事 

 

監  事 

株式会社 新川屋 

 

 

明治ライスデリカ株式会社 

 

株式会社 ジャンボリア 

 

株式会社 ミツハシ 

 

 

公益社団法人 日本炊飯協会 

 

公益社団法人 日本炊飯協会 

 

 

株式会社 川島屋 

 

 

株式会社 サンフレッセ 

 

 

株式会社 どんどんライス 

 

株式会社 ながもり 

 

株式会社 煌   

 

 公益社団法人 日本炊飯協会 

 

 株式会社 太平洋企画 

 

 江上料理学院 

 

 木元事務所 

 

 参議院議員 

 (財)日本健康・栄養食品協会 

 

 

 

 

愛知県経済農業協同組合連合会 

 

 浅木克眞税理士事務所 

代表取締役社長 

 

 

代表取締役社長 

 

代表取締役社長 

 

  顧  問 

ミツハシライス東海代表取締役 

 

 事務局長 

 

 

 

 

代表取締役社長 

 

 

代表取締役社長 

 

 

  代表取締役社長 

 

  取締役 

 

  代表取締役社長 

 

HACCP 審査委員長 

 

代表取締役社長 

 

院 長 

 

評論家・ジャーナリスト 

 

参議院議員 

会 長 

 

フードプランナー 

 

 

米穀部長 

 

税理士 

坂田 文男 

 

 

奥 正明 

 

千田 法久 

 

木津 嘉人 

 

 

三橋 昌幸 

 

福田 耕作 

 

 

川島 弘士 

 

 

富澤 三継 

 

 

平井浩一郎 

 

柳原 健志 

 

中村 勝浩 

 

渋川 尚武 

 

岩永 眞佐子 

 

江上 栄子 

 

木元 教子 

 

山東 昭子 

 

 

山下 幸子 

 

 

中野 修 

 

浅木 克眞 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

 

常 勤 

 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

 

非常勤 

 

非常勤 

 

 

　
今
回
の
役
員
改
選
で
、

㈱
煌
の
中
村
勝
浩
氏
が
新

た
に
理
事
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
正
会
員
と
し
て

本
年
度
に
入
り
入
会
し
た

滋
賀
米
飯
㈱
の
竹
内
基
恭

氏
及
び
㈱
大
分
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
経
済
連
の
大
久
保
政

宏
氏
が
総
会
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

新
理
事
に
就
任
し
た

中
村
勝
浩
氏

平成28年度（1月～12月）会員炊飯量調査報告書

総生産量　187.0（千トン）

［前年度総生産量］　185.2（千トン）

売上高　599（億円）

　前年比　 101.1％

精米使用量　87（千トン）

公益社団法人　日本炊飯協会　平成 29年４月 20日

※売上高は、例年とおり@320／ごはん 1㎏として計算している。

出荷先比率
飲食店 

8.6% 旅館等 

4.6% 

学校給食  
4.2%  

食料品販売店

53.8%

自社使用
 

26.6%

その他 

2.1% 

 

 

 

 

 

飲食店

旅館等

学校給食

食料品販売店

自社使用

その他 
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ま
し
た
通

り
、
販
促

用
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

は
、
2
社

よ
り
無
償

提
供
頂
け

ま
す
の
で

ご
活
用
下

さ
い
。
初

午
の
時
期

に
は
、
協

会
か
ら
改

め
て
ア
ナ

ウ
ン
ス
致
し
ま
す
。

　
稲
荷
の
揚
げ
は
通
常
タ

イ
プ
の
他
に
、
抹
茶
、
青

シ
ソ
い
な
り
、
日
向
夏
い

な
り
、
ゆ
ず
等
、
色
合
い

も
風
味
も
様
々
な
ア
イ
テ

ム
を
揃
え
て
お
り
、
季
節

に
合
わ
せ
て
提
案
で
き
る

素
材
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

商
品
の
提
案
力
は
、
2
社

と
も
お
持
ち
な
の
で
、
ご

興
味
あ
る
方
は
直
接
ご
連

絡
下
さ
い
。

　
ま
た
稲
荷
の
全
国
で
の

好
み
の
傾
向
マ
ッ
プ
を
オ
ー

ケ
ー
食
品
か
ら
提
供
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
掲
載
し
ま

す
。
地
域
に
よ
り
、
色
、
形
、

味
に
随
分
大
き
な
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
後
の
商
品
開
発
等
に
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
余
り
、
時
間
の
取
れ
な

コ
ー
テ
イ
ン
グ
し
て
あ
り

装
着
が
ス
ム
ー
ス
）
が
加

わ
っ
て
お
り
、
実
際
に
使

っ
て
み
る
と
、
装
着
し
易

く
、
物
も
掴
み
易
く
、
使

い
勝
手
は
良
く
な
っ
て
い

る
と
の
感
想
を
持
ち
ま
し

た
。
ま
た
マ
ス
ク
は
、
立

体
構
造
に
工
夫
が
加
え
ら

れ
、
口
元
に
ゆ
っ
た
り
感

が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ー
食
品
工
業
㈱

㈱
み
す
ず
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
2
社
は
、
稲
荷
の
揚

げ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で

す
。
稲
荷
の
揚
げ
の
販
売

促
進
と
し
て
、「
初
午
に

稲
荷
を
食
べ
て
福
招
く
」

と
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、

業
界
を
挙
げ
て
数
年
前
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
展
示
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
展
示
に
あ
り

が
な
い
か
、
流
通
時
の
温

度
は
ど
う
か
等
、
測
定
器

を
使
っ
て
調
査
し
、
衛
生

面
で
は
、
工
程
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
箇
所
の
ふ
き
取
り

検
査
を
し
、
問
題
な
箇
所

が
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
洗

い
出
さ
れ
た
問
題
点
を
一

緒
に
な
っ
て
検
討
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
測
定
に
は

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
い

て
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
炊
飯
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
は
有
難
い
サ
ポ

ー
ト
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

で
は
、
釜
の
中
の
温
度
測

定
は
年
1
回
程
度
行
う
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

エ
フ
ピ
コ
イ
ン
タ
ー
パ
ッ
ク
㈱

　
今
回
は
、
使
い
勝
手
の

改
善
を
図
っ
た
、
使
い
捨

て
手
袋
と
不
織
布
マ
ス
ク

の
紹
介
が

あ
り
ま
し

た
。

　
使
い
捨

て
の
ニ
ト

リ
ル
手
袋

に
は
、
２

つ
の
新
機

能
（
指
先

部
分
の
グ

リ
ッ
プ
力

を

ア

ッ

プ
、
内
側

総
会
時
に
賛
助
会
員
に
自
社
製
品
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
を
提
供

自
社
製
品
の
紹
介

㈱
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ

　
㈱
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ
は
、
食

酢
、
す
し
酢
、
炊
飯
用
調
味

液
、
米
飯
味
付
け
用
調
味
液

な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
お
米
に
関

連
す
る
商
品
を
多
数
取
り
揃

え
て
お
り
、
特
に
「
す
し
酢
」

で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
と
食
酢
技
術
に
も
と
づ
き

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

品
質
の
ご
提
案
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
、
お
米
に
関
す

る
知
見
や
分
析
診
断
か

ら
、
美
味
し
い
「
ご
は
ん
」

を
製
造
す
る
た
め
の
総
合

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
例
え
ば
、
ご
は
ん
の

品
質
面
で
は
、
釜
内
温
度

を
複
数
個
所
測
定
し
、
炊

飯
に
適
し
た
温
度
と
な
っ

て
い
る
か
、
酢
の
添
加
量

の
バ
ラ
ツ
キ
や
攪
拌
ム
ラ

　
総
会
会
場
の
前
の
ロ
ビ
ー
を
開
放
し
、
申
し
出
の
あ
っ
た
賛
助
会
員
4
社
に
よ
り
自
社
製
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

及
び
頂
い
た
情
報
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

2016年度　全国いなり揚げエリアマップ

い
状
況
で
の
展
示
で
し
た

が
、
4
社
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●各社お問合わせ先

㈱Mizkan
☎︎03-3555-3570

㈱みすずコーポレーション
☎︎03-5823-2811

オーケー食品工業㈱
☎︎03-3851-5031

エフピコインターパック㈱
☎︎049-259-9961

糖度・塩度
・糖度は、主に、北陸・中京エリアで高い傾向がある。
・塩度は、東日本よりも西日本の方が高い傾向にある。

色調
・昨年に比べ、全国的に色調が濃くなる傾向。
・特に、北陸・中京エリアでは、濃い色の揚げが多い。

サイズ（型）
　・�4種類　中長タイプ、□ (四角 )タイプ、△ (三角 )タイプ、混合
　・�東日本は、中長タイプの一色で、西日本は、△ (三角 )タイプ、□

(四角 )タイプの混合です。
　・�昨年と比べると、　関西エリアで△ (三角 )タイプ、九州エリアで

□ (四角 )タイプ　の割合が増えている。

毎年初午の日


